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｢名前は､まだニャ～イ!｣号 

だよ～ん!! 

ただ今、施設名称募集中!!! 

患児や親御さん、 

ご兄弟の｢困った!｣を共に考え、共に

歩み､共に喜び､共に楽しみたい。 

苦しく悲しいことは 

分け合いながら、 

嬉しく楽しいことは 

何倍にもして、 

より良い日々を共に過ごして参りた

いと存じております。 

NPO申請準備、 

ただ今､進行中で 

ございます。 

僕(猫)とひまわりさんの名前もまだな

いんだ。 

施設名称と一緒に、素敵な名前を考え

てね! 

一人じゃできないことも､みんなで

手をつないだら､きっと素敵なこと

ができるよね。 

みんな～！ 手をつなごうよ!! 

そして｢○○○したい！｣を 

実現しようよ! 

今後、支援センターの現状を

お知らせする場や情報交換、交流の

場としてHPも立ち上げたいと思っ

ておりますが、このようなおたよ

りも発行したいと考えておりま

す。ご意見･ご提案はもちろんのこ

と、掲載記事のご提供やお手伝い

のお申し出もありがたくいただき

ます。 

ご支援･ご協力よろしくお願い致

します。 

※ ここでは… 

・日常生活の中での｢ちょっと聞いてよ!｣っていう相

談、OKだよ。 

・学習面で心配な時は、教えてくれる人をゲットす

るよ。 

・病棟に入れない兄弟だって、ここで遊んでお父さ

んやお母さんの面会が終わるのを待てるよ。 

・ちょっと空いた時間のアルバイトやボランティア､

ここでやろうよ。 

・お花見・バーベキュー・夏祭り・焼き芋会・ハロ

ウィン・クリスマス､その他、楽しいイベントいっ

ぱいやりたいね。 

・いっぱい資金が集まったら、通院や入院中、退院

後のお泊まり施設…病院とお家の間の宿泊施設に

成長させたいな～。 

     みんな～。よろしくね～！！ 
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＜｢遊びとおもちゃ｣の話し＞ 

泣く子も笑う ～ピー・カー・ブー！（いない・いない・ばあ）～ 

「ピー・カー・ブー！」は、英語圏での「いない・いない・ばあ」です。 

フリー百科事典｢ウィキペディア｣によると 

発達心理学の概念を用いて言えば、｢いないいないばあ｣を喜ぶのは、個人差はあるものの、自我が芽

生え自己と他者の分離が始まる生後6ヶ月以降の赤ちゃんである。｢いないいないばあ｣をしている相手

を他者として認識し、「いないいない」という一時的な分離から再会を予期した後に、「ばあ」と予期通

りに再会が叶う事に喜びや興奮を感じているものと思われる。なお、赤ちゃんにとっては、顔のみが他

人の存在のすべて（幼児に人物の絵を描かせると顔だけを大きく書き、体は申し訳程度の大きさしか書

かないことが多い）であり、顔を隠すと本当にその人が消えたと思いこむと考えられている。個人差は

あるが、赤ちゃんは生後満1歳ごろになると、机や椅子などで出来た死角を利用し、自分から大人に対

して、｢いないいないばあ｣の様な行動を取る様になる場合がある。大人の行動を模倣しているとも見て

取れるが、自分から大人をあやすつもりで行動しているわけではなく、単に自分が動く事で、自分にと

って大人が一時的に居なくなってから現れたという状況を作り出せる事を発見したという事であろう。 

☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆→☆ 

 ｢ウィキペディア｣には､なんだかとっても難しく説明してありますが…私は、｢いないいな

いばあ｣という遊びを通して、他者の存在を理解し、コミュニケーションが生まれ、信頼関

係へと発展し、自分の存在を肯定することに繋がるのではないかと思います。 

おもちゃコンサルタントの講義を受けた時に、｢身体は、最高級のグッドトイです。｣と言われて、驚い

たことがあります。生まれて初めて体験する遊びは｢いないいないばあ｣で代表されるように、身体で表

現する､コミュニケーションが生まれる楽しい時間のようですね。この遊びは、「一時目の前から姿が見

えなくなっても、また会えるから大丈夫だよ。」と見えない不安を再会の喜びに変える認識を育ててく

れるようにも思います。合い言葉のような「ピー・カー・ブー！」ですね。 

必ず会えるよ、ピー・カー・ブー！  一緒に笑おう、ピー・カー・ブー！ 

＜協力団体＞ 

※ 認定NPO法人「きぼうのいえ」 

※ (株)博士タロー 

＜発行責任者＞ 

がんや難病の子どもと家族の 

総合支援センター ○○○ 

代表：井上るみ子 

〒136-0073 

東京都江東区北砂5-20-18-211 

℡：080-6867-6135 

ｱﾄﾞﾚｽ：docodemohouse.net@ezweb.ne.jp 

 

＜おもちゃの紹介＞ 

『透明ゴマ』   
   

透明ゴマは，回転すると富士山のような絵がでるコマです。 

原理と呼べるほど格好いいものではありませんが 

画用紙を丸く切って、中心にストローをさし、 

模様を描いて折りまげるだけで､真のようになります。 

けっこうおもしろいですよ。  

お時間を見つけて、挑戦して、愉しんでくださいね。  

          

【参考】独楽 全日本独楽回しの会監修  

安藤正樹 文 ぶんけい出版 

 

 ※この本には，富士見ゴマと書いてあります。 

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BA%E9%81%94%E5%BF%83%E7%90%86%E5%AD%A6
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